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パ ネ ル 発 表2003.11-15,16 『デ ザ イ ン理 論 』44/2004

ヒ ュ ー マ ン ボ デ ィデ ザ イ ンの 実 験 人 ・街 ・心 ・身 体 ・エ ロ ス

AnExperimentofHumanBodyDesign展 覧会 報 告

滝 口洋子/京 都市立芸術大学

人 体 に直接 関 わ る表現 で あ るフ ァッシ ョ ン ・

メイ クア ップ ・ボ デ ィメ イキ ング等 を 「ヒュー

マ ンボ デ ィデ ザ イ ン」 と定義 し,装 う人 とそ

の 時 代,空 間 との 関 係 を再 考 す る た め実 験 的

空 間 を 創 り ま した 。 人 が 装 い,集 ま って そ れ

ぞ れの心 と身 体 で受 け とめた情報 を街(ス テ ー

ジ)に 再 発 信 します。 ヒ ュー マ ンボ デ ィ も街

も,永 遠 に 満 た され る こ との な い イ マ ジネ ー

ル な 欲望(エ ロ ス)を 原動 力 に 変化 成 長 を繰

りか え しま す 。一 展 覧会 案 内 よ り 一

この 展 覧 会 の 前 段 階 と して,意 匠 学 会 第43

回 大 会 で の 研 究 発 表 『ヒ ュー マ ンボ デ ィデ ザ

イ ンにつ い て フ ァ ッシ ョン ・メイ クア ッ

プ ・ボデ ィ メイ キ ン グ ー 』 が あ りま した。

発 表 内 容 は,着 る人 と着 られ る服 との 関 係,

また 人 が 様 々 な困 難 を 伴 い な が ら も理 想 の モ

デ ル に近 づ くた め に化 粧 を し,衣 服 を 選 び,

身 体 に加 工 を 加 え 続 け る意 味 を 考 察 しま した。

そ れ は表層 の変 化 で はな く,ヒ ュー マ ンボ デ ィ

の 変 化,つ ま り人 問 の 変 化 で あ る と考 え られ

ます 。 フ ァ ッシ ョンデ ザ イ ンを 単 に 衣 服 の デ

ザ イ ンと と らえ ず,広 く人 間 の 身体(ヒ ュー

マ ンボデ ィ)の デ ザイ ンと と らえ,デ ザ イ ナー

た ち の身 体 感,セ ク シ ュ ア リテ ィに つ い て の

考 え方 の違 いか ら現 代 の フ ァ ッシ ョンを 振 り

返 ってみ る と い う もの で した 。

こ の展 覧 会 は研 究 発 表 の 実践 編 で す。 新 し

い フ ァ ッシ ョン造 形 は人 と服,人 と人,人 と

街(社 会)の 関 係 の 中で 時 代 と共 に変 化 成 長

を繰 り返 す もので あ り,そ れ ぞ れ の 心 と身 体

を通 して 受 信 した 実 感 の あ る情 報 を 消 化 吸 収

し再 発 信 す る メデ ィ アで あ る と考 え ます 。

ヒ ュー マ ンボ デ ィデ ザ イ ンの 実 験 展 会場

●神 戸 フ ァッ シ ョン美 術 館(2003.5.3～5)

● ア ク シス ギ ャ ラ リー(7.24～27)

● 内蒙 古 美 術 館(9.11～16)

●北 京 民 族 文 化 宮(9.19～23)

BolognaFiereItalyCERSAIE2003

C/o.Melco(9.30^-10.5)

AnExperimentofHumanBodyDesign神 戸 ファッシ ョン美術館5Fオ ルビスホ ール 会場風景

166



街 の イ メー ジを再 現 した実 験 的 空 間 を 創 る

た め の 構成 要 素 につ いて(神 戸 会 場 の 場 合)

1)映 像 ・音 響

250イ ンチ ス ク リー ンに街 の イ メー ジ 映 像

を 映写 。 ス ク リー ン前 の 白 い コ スチ ュー ム の

マ ネ キ ンや会 場 を横 切 る見 学 者 に も映 像 が 映

り,人 と街 の情 報 の 相 互 関係 を表現 。

2)バ ナ ー

透 明 フ ィル ム,ミ ラ ー フ ィル ム に 街 や 人 の

イ メ ー ジフ ォ トコ ラー ジ ュを 出力。 映 り込 み

や透 明効 果 に よ り,会 場 に い る人 に 街 は 自分

の存 在 に よ って 成 立 して い る事 が実 感 で き る。

3)照 明

時間 を表 現 す るた め明 暗 の 変 化 を繰 り返 す。

4)ミ ラー ボ ー ル

流 れ る時 間 や 行 き交 う情 報 を イ メー ジ。

5)ワ イヤ ー オ ブ ジ ェ,ス チ ロー ル ブ ロ ック

街 の イ メー ジの サ ン プ リン グ

6)ヒ ュー マ ンボ デ ィデ ザ イ ン20人

時 代 の理 想 の プ ロポ ー シ ョ ンで あ る マ ネ キ

ンを使 用 。 コ スチ ュー ム デ ザ イ ンの キ ー ワ ー

ドは,フ ィ ッ ト&ル ー ズ,見 え と隠 れ,透 明

感 と光 沢 感,ド レー プ と ス トレ ッチ,カ ラ ー

ミ ック スな ど。 平 面 上 の パ ター ンの水 平 垂 直,

肩 線 や 脇 線,ダ ー ツ とい った服 作 りの常 識 に

と らわ れ ず,3次 元 の ボ デ ィの もつ 曲面 を重

視。 支え るポ イ ン トも肩,胸 か ら主 に腰 や フ ァ

ニ ー ゾー ン に移動 させ て い る。

神 戸会 場で の展示 は実験 や問題 の提 議で あ っ

た た め,制 作 は イ メー ジ都 市 の創 造 で あ り,

バ ー チ ャル シ テ ィ,バ ー チ ャル ボ デ ィで あ っ

た とい え ます 。 次 のア ク シス ギ ャラ リー で は

これ らを 課題 に,活 動 す る生身 の人 間 に ヒ ュー

マ ンボ デ ィデザ イ ンを 行 い,そ れ らを ビ ジュ

ァ ル メ デ ィァ ー カ タ ロ グ,写 真 集,映 像 等

へ と展 開 し,よ り現 実 的 な デ ザ イ ン造 形

へ と近 づ け ま した 。装 う人 ま た は見 る人 の 視

覚 を通 した触 覚(皮 膚 感覚)の 表 現 をテ ー マ

と して い ます 。 さ らに,中 国 の2会 場 で の 展

示(視 覚 伝達 ・日本 ・京都 意 匠展VISUAL

DESIGNJAPANKYOTO)で は イ メ ー ジ

を ヨー ロ ッパ か ら,よ り実 感 の もて る 日本,

北 東 ア ジ アか らの 発信 へ と変 化 させ る第1歩

で した。 西洋 社会 で は人間 を精神 と肉体 とい っ

た二 元 論 と して 考 え ます が,日 本 あ るい は 東

洋 で は心 と身 体,時 に は個 と集 団 を も一 緒 に

捉 え る面 が あ るよ うです 。 以 降 の 制 作 は これ

らの思 考 の違 いを意 識 しなが ら個 人 的 な 活動

だ け で は な く,学 生 た ち も含 め,京 都 を 中心

と したテ キ ス タイ ル産 地 や 伝 統 工 芸 の 団体 と

の ヒュー マ ンボ デ ィデ ザ イ ンを テ ー マ と した

コ ラ ボ レー シ ョンを企 画 して い ます。

アクシスギャラ リー 会場風景

、 匸rコ 「 翫、、r㌔

北京民族文化宮 会場風景 視覚伝達 ・日本 ・京都意匠展
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